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 いつもお世話になっております。ご報告申し上げます。 

 

① 2023年オランダ産の減少 

植物検疫統計によりますと、8月までのオランダ産輸入球数は下表の通りで、前年同月比

約 350万球の減少となっています。春先に 7～10％程度の減少が見込まれていましたがや

や回復した印象です。9月の輸入量を踏まえ、2023年産の最終結果となります。 

  2021年産(8月) 2022年産(8月) 2023年産(8月) 前年同月比 

12月～8月合計 72,059,713 68,859,672 65,294,949 94.8% 

月別の増減につきましてはホームページに掲載の表をご参照下さい。 

 

② 2024年南半球産の減少 

下表は、日本へ販売する輸出会社への収穫後のアンケート結果です。 

２０２４年南半球産 日本向け販売球数（収穫後） 

  Ａ/ＬＡ ＯＲ/ＯＴ 合計 前年比 

ＮＺ 0 9,769,600 9,769,600 82.3％ 

ＣＨ 295,000 6,033,100 6,328,100 116.5％ 

合計 295,000 15,802,700 16,097,700 93.1％ 

前年比 87.3％ 93.2％ 93.1％ 
 

前年差 △43,000 △1,155,730 △1,198,730 
 

ＮＺ産を中心に全体で約 7％の減少となり、昨年に引き続き大幅な減少となりました。 

 

「１～３月の切花相場について(3月 19日付レポート）」でご報告の通り、過去 5年中、4

年で疫病・災害による単価安が冬に発生し、皆様の経営にも痛手であったと思います。 

一方、2023年 1月～3月は妨害がなく良い単価で推移し年で、本来の需給バランスや相場

を考える基準となりますが、使用された 2022 年南半球産の輸入球数は 1858 万球でした。 

長らく靄がかかった日本の政治･経済に、ようやく明るい兆しが見えてきたでしょうか。 

2025年が平和で良い年になる事を願います。                以上 


